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3 つを取り上げた．動機は達成動機と親和動機の 2 側面，バーンアウトは情緒的消耗感






















































































































　実習前：日本福祉大学で社会福祉実習（12 日～ 24 日間）に参加する前に回答した 3 年生 362
名，実習後：同大学で社会福祉実習に参加した後に回答した学生 87 名であった．そのうち，実
習前後の 2 回とも回答した学生は 78 名（男性 17 名，女性 61 名）であった．
　調査時期及び手続き
　実習前は，2010 年 7 月上旬に社会福祉実習関連の授業内で，質問紙を配布・回収をした．実






















された．信頼性係数αは .79 ～ .87 であり，十分な値を示した．「共感する力」「関わる力」はそ
れぞれ 1 因子を確認した．信頼性係数αは，共感する力 .74（実習前），.82（実習後），関わる力
が .82（実習前），.86（実習後）であり，十分な値を示した．②動機の因子分析を行った結果，
先行研究と同様の 2 因子（達成，親和）を確認した．信頼性係数αはそれぞれ .78（達成），.84
（親和）であった．③バーンアウトの因子分析を行った結果，固有値の減衰状況（3.50, 1.86, 0.91, 
0.71･･･）および因子負荷量より先行研究とは異なる 2 因子が妥当であると判断した（Table 1）．



































和低群 n=20，達成低・親和高群 n=19，達成高・親和低群 n=9，達成高・親和高群 n=29）．その
結果，コミュニケーション力の「課題達成場面の記号化」および「共感する力」については時期
と達成の交互作用効果（課題達成場面の記号化 F（1, 73）=4.29, p<.05；共感する力 F（1, 72）






力」については時期の主効果が見られ（解読と察知 F（1, 73）=45.44, p<.001；活性化と配慮 F






















は時期と個人的達成感との交互作用傾向が見られた（活性化と配慮 F（1, 74）=3.92, p=.052；共







た，すべてのコンピテンシーに時期の主効果が見られ（課題達成場面の記号化 F（1, 74）=5.72, 
71
社会福祉実習経験によるコンピテンシーの変化
p<.05；解読と察知 F（1, 74）=60.64, p<.001；活性化と配慮 F（1, 74）=35.90, p<.001；感情統
制 F（1, 74）=9.55, p<.01；共感する力 F（1, 73）=29.48, p<.001；関わる力 F（1, 74）=8.70, 
p<.01），実習前よりも実習後のほうが得点が有意に高かった．
Figure 5　「活性化と配慮」得点の変化 Figure 6　「共感する力」得点の変化
































点が挙げられる．1 点目に，測定の問題である．バーンアウト尺度は 3 側面 17 項目で構成され
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